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『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

董

濤

は
じ
め
に

晉
の
郭

は
『
山

經
』
に

釋
を
附
し
た
上
で
、『
山

經

圖

』
を
作
っ
た
。
現
行
の
『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
は
お

よ
そ
九
種

あ
り
、

の
表
一
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

表
一
の

�三
）
淸
・

任
臣
の
『
山

經
廣

』
は

を
輯
佚

す
る
こ
と
を

目

と
し
て

ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、『
山

經
』
に
對
す
る

釋
に
圖

の

容
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る

た
め
、
本
稿
の
考
察
對

と
す
る
。

表
一
の
他
に

・
張
溥
の
『

魏
六

百
三
家
集�10
）』
の
『
郭
弘

表
一

『
山

經
圖

』
テ
キ
ス
ト
一

表

番
號

時
代

テ
キ
ス
ト

略

（
一
）

『
正
統

藏
』
本�１
）

藏
本

（
二
）

沈
士
龍
・
胡
震
亨
同
校
本�２
）

沈
本

（
三
）

淸

任
臣
『
山

經
廣
�３
）』

本

（
四
）

淸

行
輯
本�４
）

本

（
五
）

淸

王
謨
輯
本�５
）

王
本

（
六
）

淸

錢
煕
祚
輯
本�６
）

錢
本

（
七
）

淸

廬

召
輯
本�７
）

廬
本

（
八
）

淸

嚴
可
均
輯
本�８
）

嚴
本

（
九
）

現
代

張
宗
祥
整
理
本�９
）

張
本

一

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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農
集
』
に
も
『
山

經
圖

』（
以
後
、
略
し
て
百
三
家
集
本
）
が

收

さ
れ
る
。
後

す
る
よ
う
に
、
百
三
家
集
本
は
、（
三
）
沈

本
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
な
の
で
、
上
記
の
一

に
は
入
れ
な

い
も
の
と
す
る
。

『
山

經
圖

』
に
關
す
る

年
の

究
に
つ
い
て

べ
る
と
、

佐
竹
保
子
「
見
果
て
ぬ
夢
｜
郭

『
山

經
圖

』
の

法
と

識
」
は

藏
本
の
み
に
依
據
し
て
圖

を
論
じ
た�11
）。

鎭
標
『
郭

究�12
）』
は
、
中
國
に
お
け
る

め
て
の
郭

究
の
總
合

作
で
あ
る
が
、
圖

に
つ
い
て
の
論

は
少
な
く
、
し
か
も
嚴
本

の
み
を
用
い
て
の

究
で
あ
っ
た
。
松
浦
史
子
『

魏
六

に
お

け
る
『
山

經
』
の
受
容
と
そ
の
展
開
｜
神
話
の
時
空
と

學
・

圖
像�13
）｜
』
は
、
圖

の
複
數
の
テ
キ
ス
ト
に

目
し
、
百
三
家
集

本
と

本
、
お
よ
び
嚴
本
を
對
校
し
て

究
を
展
開
し
た
。
そ
の

ほ
か
、『
山

經
』

を
集

し
た
『

代
山

經

集
�14
）』

に
は
、

藏
本
・

本
・

本
・
廬
本
が
收

さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
版
本
は
收

さ
れ
な
か
っ
た
。
管
見
の
限
り
、『
山

經
圖

』
の

テ
キ
ス
ト
を
網
羅
し
た

究
は
ま
だ
な
く
、
ま

た
定
本
と
言
え
る
テ
キ
ス
ト
も
な
い
。
さ
ら
に
各
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
も
、
ま
だ
校
勘
す
る
餘
地
が

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
現
在
、
筆

は
別
稿
で
「『
山

經
圖

』
校
訂
」
を
作

し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
校
訂
の

見
に
も
と
づ
い

て
、
上
記
の
九
種

の
『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
解
題
を

附
し
な
が
ら
、
そ
の
輯
佚
の

と
源
流
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一

以

『
山

經
圖

』
傳
承
の

況

『
山

經
』
は
、
中
國
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
古
代
の
地
理
、
博
物

に
關
わ
る
書
物
で
あ
る
。

末
の
劉
向
・
劉

親
子
が
そ
れ
ま

で
の

れ
て
い
た
寫
本
を
整
理
し
て
定
本
を
作
っ
た
後
、
一
時

目
を
浴
び
た
が
、
後

以
降
、
テ
キ
ス
ト
も

び

れ
、

さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。

後
に
詳
し
く

べ
る
よ
う
に
、
そ
の
後
、
晉
・
郭

は
『
山

經
』
の
テ
キ
ス
ト
を
整
理
し
、
約
二
萬
字
の

釋
を
附
し
た
上
で
、

い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
別
の
ま
と
ま
り
を
作
り
、『
山

經
圖

』

を
作
っ
た
。
例
え
ば
、
桂

、

な
ど
の
よ
う
に
一
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
書
い
た

も
あ
り
、

荼
草
旋
龜
尚
付
魚

、
灌

灌
鳥
赤
需
魚

な
ど
の
よ
う
に
複
數
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
い
た

二

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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も
あ
る
。

淸
の
學

畢

は
「
亦
た
山

經
圖
の
頗
る
古
と
異
る
有
り
。

秀
（
劉
秀
）

た
之
れ
に
依
り
て

を
爲
す
。

ち
郭

、
張
駿

は
見
て

を
作
り
し

な
り�15
）。」
と
言
い
、『
山

經
圖

』
は

『
山

經
』
の
經
と
圖
に
基
づ
き
作
ら
れ
た
と

張
し
た
。
長
廣

雄
「
山

經
と
畏

圖
」
も
「
郭

の
時
代
に
圖

が
存
在
し

た
こ
と
は
、『
山

經
』
の
圖
畫
が
同
時
代
に
存
在
し
て
い
た
か

ら
に
ち
が
い
な
い
」
と
指
摘
す
る�16
）。

梁
・
劉

は
、「

は
、

な
り
、
助
な
り
。
昔

虞
舜
の
祀
、

正

を
重
ん
ず
る
は
、
蓋
し
唱
發
の
辭
な
れ
ば
な
り�17
）」
と

張
し
、

が
讀
誦
す
る
た
め
の

體
で
あ
る
こ
と
を

し
た
。

『
山

經
圖

』
の

容
を
見
る
と
、

は
そ
れ
ぞ
れ
六
句
あ
り
、

各
句
は
四
字
で
、
押
韻
し
て
あ
り
、
讀
誦
す
る
た
め
に
作
っ
た
と

い
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
郭

が
『
山

經
』
を
よ
り
廣
く
傳
え
よ

う
と
し
た

識
が
う
か
が
え
る
。

後
世
に
お
け
る
書
目
の

況
に
よ
る
と
、『
山

經
圖

』

は
二
つ
の
形
で
流
布
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
圖

の
み
の

行
本
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
『
山

經
』
の
經

の
後
に
圖

を
揷
入
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
。

『
隋
書
』
經

志
、『
舊

書
』
經

志
、『
新

書
』
藝

志

に
は
「『
山

經
圖

』
二

」
と

さ
れ
、
二

の

行
本

が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

行
の
『
崇

總
目
』

に
は
、

「『
山

經
圖

』
二

闕
」
と
記

さ
れ
る�18
）。『

崇

總
目
』
は

北
宋
の

期
に

閣
に
あ
っ
た
本
の
書
目

び
解
題
で
あ
る
が
、

現
存
す
る
本
は
、
南
宋
に

書
を
目

と
し
て
書
名
だ
け
を

き

出
し
て
作
ら
れ
た
改
定
本
で
あ
り
、「
闕
」
字
は
、
南
宋
の
改
定

本
作

の
際
に
、

閣
か
ら

佚
し
て
い
た
こ
と
を
示
す�19
）。
ま
た
、

宋
・

の
『
韻
補�20
）』
の
書
目
に
『
山

經

』
と
あ
り
、
ま
た

『
宋
史
』
藝

志�21
）に
、『
山

經

』
と
い
う
書
名
で
記
載
さ
れ
た

例
も
あ
る
。
南
宋
の
『

』
の
地
理

目

に
は
、「
郭

『
山

經
圖

』」
と
記
載
さ
れ
る
が
、

數
の
記

は
な
い
。

そ
の
後
、

の
『

淵
閣
書
目
』『
千
頃
堂
書
目
』
で
は
、
ど

ち
ら
も

行
本
『
山

經
圖

』
の

在
に
言

す
る
も
の
は
な

く
、
つ
い
に

佚
し
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の
場
合
、
九
世
紀
の

原
佐
世
撰
『
日
本
國
見
在
書
目

』
に
、『
山

經

』
二

と
『
山

經
圖

』
一
�22
）が
記

さ
れ
る
。

三

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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一
方
、『
玉

』

十
五
「
地
理

」

引
の
『
中
興
書
目
』

に
よ
る
と
、「『
山

經
』
十
八

、
晉
の
郭

傳
、
凡
そ
二
十
三

、

に

有
り�23
）。」
と
書
か
れ
、
各

の
末
尾
に

を
附
し

た
『
山

經
』
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
宋

の

『
太
平
御

』
の
引
書
目

に
は
『
郭

山

經
』
の
み
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
書
中
に
は
圖

が
大
量
に
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
見
て
、
圖

を

う
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の

代
目

の
記
載
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現
行
の
『
山

經
』
の
各
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、

古
と
言
わ
れ
る
宋
の
淳
熙
七

年
池
陽
郡
齋
刊
本
を
は
じ
め
、

の
楊
愼
『
山

經
補

』、
王

崇
慶
『
山

經
釋
義
』
ま
で
、
經

の
後
ろ
に

を
附
け
て
は
い

な
い
。

を

っ
て
い
る
の
は
、

の

藏
本
だ
け
で
あ
る
。

二

淸
以
來
の
『
山

經
圖

』
輯
佚

代
か
ら
、『
山

經
』
が

び

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

楊
愼
の
『
山

經
補

』、
王
崇
慶
『
山

經
釋
義
』
な
ど
、
新

た
な

釋
書
が

々
と
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
圖
像
に
對
し
て
は
、

蔣
應
鎬
の
『
山

經
（
圖
繪

像
）』、
胡

煥
の
『
山

經
圖
』

等
が

さ
れ
た�24
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

テ
キ
ス
ト
は
、
郭

の

圖

を
載

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
復
元
の
對

は
、
し

だ
い
に
郭

の

に
も

ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

淸

考
證
學
の
勃
興
に
よ
り
、

代
の
『
山

經
』

究
は

承
さ
れ
、
圖

に
つ
い
て
も
、

書

引
の
圖

佚

を
輯
佚
す

る
こ
と
で
、
そ
の
復
元
は
更
に

め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
各
版
本
を
解

し
な
が
ら
、
輯
佚
の

史

の
大
略
を

す
る
。

（
一
）

藏
本

圖

は
『
正
統

藏
』
竟
字
號
の
『
山

經
』（
十
八

本
）

の
各

末
に
附

さ
れ
、
計
二
百
五
十
九

を
存
す
る
。
後
に
元

の
曹
仲
良
の
抄
本
が
發
見
さ
れ
る
ま
で
、

藏
本
は

淸
の
學

た
ち
の
目
に
し
う
る
唯
一
の
版
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し

藏
本
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
宋
『
中
興

書
目
』
に
「

に

有
り
」
と
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

は

も
と
は
十
八

體
に
亘
り
附
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

四

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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し

藏
本
に
は
大

東
經
以
下
の
五

は

が
な
い
。
そ
の
一
方

で
、

・
宋
の

書
に
引
用
さ
れ
た

十
三

の
圖

の
一
部
は
、

藏
本
に
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
の
大

經
以

の
部
分
も
、
郭

の
原
本
の
流
れ
を

む
テ
キ
ス
ト
で
は

な
く
、
他
か
ら
佚

を
補
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る�25
）。

そ
の
た
め
、『
山

經
』
の

容
で
は
な
い
も
の
が
混
入
し

た
例
も
あ
る
。
例
え
ば
中
山
經
の

蛇

に
つ
い
て
、『
爾

圖

』
の

容
で
あ
る
は
ず
だ
と
指
摘
し
て
い
る�26
）。
嚴
本
も
こ
の

を

除
し
て
『
爾

圖

』
に
移
し
て
い
る�27
）。
こ
の
よ
う
に
問
題

が
あ
り
、
ま
た
校
勘
が
十
分
で
な
い
點
も
見
受
け
ら
れ
る
。

も
う
一
點
は
、

の
順
番
が
現
行
の
『
山

經
』
經

と
異
な

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
錢
煕
祚
は
「
書
を
刊
す
る

、

故ことさらに
顚
倒
を
爲
し
、
以
て
其
の

續
の
迹
を
くら
ま
す�28
）」
と
推
測

し
、
後
人
の

し
た
も
の
で
あ
る
と
疑
っ
た
。

以
上
の
理
由
で
、
後
世
の
學

た
ち
は
、
圖

を
郭

の
原
本

に
復
す
る
た
め
に
、
校
勘
と
輯
佚
の
努
力
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た

と
い
え
る
。

（
二
）
沈
士
龍
・
胡
震
亨
の
『
山

經
圖

』
二

『
山

經
圖

』
二

は

・
沈
士
龍
と
胡
震
亨
の
二
人
が
共

同
で
校
正
し
た
。
胡
の
序
に
よ
る
と
、「
嘗
て
他
書
に
從
い
て
、

其
の
『
山

經
』、『
爾

』
等
の

を
見
る
も
、

に

を
得

ざ
る
を
以
て
恨
と
爲
す
、
壬
寅
の
秋
、
趙
田
を

ぎ
る
に
、
袁
若

思
の
案
頭
�つ
く
え
）に
此
の

有
る
を
見
、
覺
え
ず
地
を
ふ
み
て

狂

す
、
便
ち
若
思
從
り
、
一
昔
の
膏
火
を
乞
い
て
、
自
ら
之
れ

を

す
。」
と�29
）。
當

は
完
本
の
存
在
を
知
ら
ず
、
偶
然
友
人
の

袁
若
思
の
机
に
そ
の
稿
本
を
見
つ
け
、
喜
び
す
ぎ
て
大
聲
で

び
、

徹
夜
し
て
書
き
寫
し
た
と
い
う
。

胡
・
沈
二
氏
は
、
こ
の
稿
本
を
用
い
、
ま
た
、
宋
の
『
太
平
御

』
な
ど
に
よ
っ
て
校
勘
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

藏
本
と
比

べ
て
、
沈
本
に
は
「
補

」
一

の
十
四

が

や
さ
れ
、
合
計

二
百
七
十
三

と
な
っ
た
。
筆

が
そ
の
補

の

容
を

討
し

た
限
り
で
は
、『
藝

聚
』
か
ら
十

、『
太
平
御

』
か
ら
四

が
確

さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
中
の

・
猩
猩

・

・

蛇

・
枳
首
蛇

の
五

は
『
爾

圖

』
に
屬
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。

五

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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さ
ら
に
、
沈
本
の
「
補

」

の
飛
魚

と
巢
魚

の

は
、

討
す
る
餘
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
沈
本
の
飛
魚

、

藏
本

五
・（
中
山
經
圖
�30
））
の
馬
腹

飛
魚

と
お
よ
び
中
山
經
の
經

、『
太
平
御

』

九
三
九
・
鱗
介
部
十
一
・
飛
魚
條
の
引
用

を
竝
べ
て
み
る
と
表
二
の
よ
う
に
な
る
る

こ
う
し
て
み
る
と
、『
太
平
御

』
の
引
用

は
中
山
經
圖

の
馬
腹

飛
魚

か
ら
取
り
出
し
た
二
句
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

飛
魚

と
い
う
題
も
馬
腹

飛
魚

の
省
略
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
う
え
で
、
沈
本
の
飛
魚

を
見
て
み
る
と
、『
太
平
御

』
の

引
用

と
『
山

經
』「
中
山
經
」
の
經

の
一
部
で
あ
る
「

之
不
畏
雷
、
可
以
禦
兵
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
二

を
合
わ
せ

「
飛
魚
如
豚
、
赤

無
羽
。

之
不
雷
、
可
以
禦
兵
」
の
飛
魚

を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
沈
本
の

み
に
あ
る
飛
魚

は
、
獨
立
し
た
一
つ
の

と
し
て
は

立
し
に

く
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

同
じ
く
、
巢
魚

を
比
較
し
て
み
る
と
表
三
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
も
沈
本
は
、
元
々

巢
魚
肥

蛇

の
一
部

で
あ
る
『
太
平
御

』
の
引
用

「
巢
之
爲

、

鳥

鱗
」
を
、

經

の
「
其

如
鯉
而
雞
足
、

之
已
疣
」
と
合
わ
せ
、

獨
の

巢
魚

「
巢
之
爲

、

鳥

鱗
。
形
如
雞
鯉
、

之
已
疣
」
を

表
二

飛
魚

の

容
比
較
表

沈
本
「
補

」

の

飛
魚

飛
魚
如
豚
、
赤

無
羽
。

之
不
雷
、
可
以

禦
兵

藏
本
馬
腹

飛
魚

馬
腹
之
物
、
人
面
似

。
飛
魚
如
豚
、
赤

無
羽
。

之
辟
兵
、
不
畏
雷
鼓

『
山

經
』
經

其
中
多
飛
魚
、
其

如
豚
而
赤

、

之
不

畏
雷
、
可
以
禦
兵

『
太
平
御

』
鱗
介

部
十
一
飛
魚
條

郭

『
山

經
圖
』
飛
魚

曰：
飛
魚
如
豚
、

赤

無
羽

表
三

巢
魚

の

容
比
較
表

沈
本
「
補

」

の

巢
魚

巢
之
爲

、

鳥

鱗
。
形
如
雞
鯉
、

之

已
疣

藏
本

巢
魚
肥

蛇

、
是
則

人
。
巢
之
爲

、

鳥

鱗�31
）。

肥

之
蛇
、
一
頭
兩
身

『
山

經
』
經

其

如
鯉
而
雞
足
、

之
已
疣

『
太
平
御

』
鱗
介

部
十
一
巢
魚
條

『
經
圖

』
曰：

巢
之
爲

、

鳥

鱗

六

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
點
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
補

」
と
し
て

立
す
る
の
は
、

七

し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。

沈
本
は
、
胡
・
沈
二
氏
同
輯
の
叢
書
『

彙
函
』
に
收

さ

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、『
函

』、『
藝

珠
塵
』、『
叢
書
集

』
等
も
沈
本
を
收

し
て
い
る
。
本
稿
で
は

の
『

彙

函
』
本
の
影
印
本
を
用
い
た
。

と
こ
ろ
で
、「
は
じ
め
に
」
で

べ
た
よ
う
に
、

・
張
溥

『

魏
六

百
三
家
集
』
の
『
郭
弘
農
集
』
に
も
『
山

經
圖

』

が
收

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
四
庫

書
』
に
收

さ
れ
て
お

り
、
そ
の
圖

テ
キ
ス
ト
は
よ
く
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
筆

の

對
校
に
よ
る
と
、
胡
・
沈
二
氏
の
序

の
有
無
、
印
刷
の

字
な

ど
を
除
け
ば
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
沈
本
と
完

に
一
致
し
て
い
る
。

沈
本
の
特

で
も
あ
る
補

も
百
三
家
集
本
に
含
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
張
溥
は
沈
士
龍
ら
よ
り
後
の
人
物
で
あ
る
か
ら�32
）、

言
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
張
溥
は
『
百
三
家
集
』

纂
の
際

に
沈
本
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、

百
三
家
集
本
は
、
圖

テ
キ
ス
ト
の
一
つ
に
は
數
え
な
か
っ
た
。

（
三
）

任
臣
の
『
山

經
廣

』

康
熙
六
年
（
一
六
六
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
山

經
廣

』
は

任
臣
が
廣
く

を

し
て

し
た

作
で
あ
る
。

任
臣

は
そ
の

釋
の
中
に
圖

の
佚

を
大
量
に
引
用
し
た
。

釋
で
あ
る
た
め
、

輯
本
の
體
例
と
は
も
ち
ろ
ん
異
な
っ
て

お
り
、
經

に
合
わ
せ
て
、

が

に
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

釋
の

容
に
よ
っ
て
、
複
數
の
テ
ー
マ
に
亘
る

を
分
け
て
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
引
い
た
り
、
ま
た
重
複
し
て
使
う
場
合
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
集
計
す
れ
ば
、『
爾

圖

』
と
み
な
し
う
る

容
も
含
め
て
、
合
計
二
百
七
十
三

あ
る
。

そ
の
中
に
は
、
從
來
の
輯
本
に
は
な
い
大

西
經
の
神
噓

の

四
句
「

屬
於
頭
、
人
面
無
手
、

號
曰
噓
、
重
黎

處
」
を
輯

佚
し
て
い
る
。

こ
の

釋
書
は
博
大
で
は
あ
る
が
、

駁
で
も
あ
る
の
で
、
他

の
輯
本
と
比
べ
る
と
校
勘
は

密
と
は
い
い
が
た
い
。
例
え
ば
育

隧
谷

の
「
炎
霧
是

」
の
「
霧
」
を
「
風
」
に
作
る
よ
う
な
、

藏
本
や

書
に
も
見
え
な
い
字
句
は
、

本
の

寫
だ
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
ま
だ
校
勘
の
餘
地

七

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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を

し
て
い
る
。

（
四
）

行
の
『
山

經
圖

』
一

嘉
慶
十
四
年
（
一
八
〇
九
）
揚
州

氏

僊

で
刊
行
さ
れ

た

行
の
『
山

經
箋
疏
』
は
、
經

の
後
ろ
に

行
が
輯

佚
し
た
「
圖

」
一

を
附

し
て
い
る
。

行
の

に
よ

る
と
、

藏
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
、

庸
の
校
正
も

記
し
た�33
）

と

べ
る
。

『
山

經
箋
疏
』
は

行
の
一
生
の

力
を
盡
く
し
た
力
作

で
あ
る
。

本
の
「
圖

」
も
、

字
と

容
が
嚴
密
に
整
え
ら

れ
て
い
る
。

本
が
新
た
に
輯
佚
し
た
佚

は
、

藏
本
と
比
べ

て
六

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
封

・

水

・
若
木

・

人

國

は
沈
本
の
「
補

」
に
含
ま
れ
る
が
、
沈
本
『
補

』
に
無

い
も
の
と
し
て
は
、『
藝

聚
』
と
『
太
平
御

』
か
ら
九
尾

狐

・
炎
火
山

を

や
し
て
い
る
。

本
は
以
上
の
六

を
經

の
順
番
に
從
っ
て
圖

の
中
に

入
し
、
整
理
し
て
計
二
百
六

十
五

と
し
た
。

（
五
）
王
謨
の
『
郭

山

經
圖

』

嘉
慶
二
十
年
（
一
八
一
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
王
謨
の
『

地

理
書
鈔
』
に
、『
郭

山

經
圖

』
が
收

さ
れ
て
い
る
。
王

本
は
、

任
臣
の
『
山

經
廣

』
か
ら
圖

の

容
を
摘
出
し

て
底
本
と
し
、
ま
た
『
藝

聚
』、『
太
平
御

』、

・

師

古
の
『
匡
謬
正
俗
』、

・
張
自
烈
が

集
し
た
辭
書
『
正
字

』

の
引
用

と
對
校
し
て
で
き
た
校
本
で
あ
る
。

人
よ
り
、
佚

索
の
規
模
を

大
し
た
が
、
し
か
し
王
本
に
は
、
他
本
と
比
べ

る
と
、

ら
か
な
缺
點
が
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
ず
、

本
以
外
の
「
圖

」
の
版
本
を
對
照
し
な
か
っ
た
こ

と
。
王
謨
は

藏
本
と
沈
本
の
存
在
を

く
知
ら
ず
、
對
校
の

料
が

書

引
の

だ
け
に
限
ら
れ
、
各

書
に
無
い
部
分
は

本
を
丸
寫
し
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
じ
た
。

例
え
ば

本
は
南
山
經
の

荼
草
旋
龜
尚
付
鳥

の

容
を
分

け
て

荼
と
尚
付
の

釋
と
し
た
。
そ
れ
は

釋
と
し
て
問
題
は

な
か
っ
た
が
、
王
謨
は
そ
れ
を

別
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

荼

と
尚
付

の
二
つ
の

に
分
け
て
記
載
し
た�34
）。
同

な
例
は
多

八

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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く
見
ら
れ
る
。

そ
の
他
、

本
の

釋
に
引
用
さ
れ
た
楊
愼
の
『
異
魚
圖

』

の

容
を
、

っ
て
「
何
羅
魚
之

」
と
し
て
北
山
經
圖

に
入

れ
た�35
）。
ま
た
、

玉

を
二
度
、
重
複
記
入
す
る
な
ど�36
）、

集

上
の

り
が
多
か
っ
た
。

（
六
）
錢
煕
祚
の
『
山

經

』

光
二
十
六
年
（
一
八
四
六
）、

學

錢
煕
祚
の
死
後
二

年
、
息
子
の
培
讓
・
培
傑
に
よ
り
彼
が
生

に

し
た
『
指

』
二
十
集
が
刊
行
さ
れ
た
。『
指

』
の
十
八
集
に
、
錢
煕
祚

が
輯
佚
し
た
『
爾

』
と
『
山

經

』
が
收

さ
れ
て
い
る
。

錢
本
は

密
で

直
な
性
格
を
も
つ
力
作
と
い
え
る
。

書
に
、

藏
本
を
底
本
に
し
、

本
と
對
校
し
た
と

記
さ
れ
て
い
る�37
）。

そ
の
對
校
に
用
い
た
書

は
『
藝

聚
』、『
太
平
御

』
以
外

に
も
『
廣

』、『
水
經

』、『
北
堂
書
鈔
』、『

學
記
』
に
ま
で

大
し
、
ま
た
、『
匡
謬
正
俗
』
に
よ
っ
て
、
韻
の
校
勘
も
し
、

畢
方

の
「
火
不
炎
正
」
を
「
火
不
炎
上
」
に
直
し
た�38
）。

本
の

中
、
も
っ
と
も
廣
い
範
圍
の
考
證
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、

の
順
番
を
經

に
よ
り

整
し
た
上
、
改
修
し
た
箇

に
案
語
を
つ
け
、
そ
の
由
來
を

し
た
。

容
に
つ
い
て
は
、

上
記
の
沈
本
の
補

の
巢
魚

と
翡
翠
�39
）、

本
の

鮮

、

神
噓

の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
上
で

討
す
る
餘
地
の
あ
る

容
は
、

錢
本
に

用
さ
れ
な
か
っ
た
。

書
の
『
爾

圖

』
の

容
を
排
除
し
た
う
え
、
錢
本
は

郭

の

釋

に
引
用
さ
れ
た
銘
の
詞
を

に
入
れ�40
）、

さ
ら
に

『
北
堂
書
鈔
』
か
ら
東

外
大

を

や
し
、
合
計
二
百
六
十

八

を
輯
佚
し
た
。

（
七
）
廬

召
の
『
山

經
圖

』
一

光

十
五
年
（
一
八
八
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
廬

召
の
『
抱
經

堂
叢
書
』
の
群
書
拾
補
に
は
『
山

經
圖

』
一

が
收

さ
れ

て
い
る
。
廬

召
の

に
よ
る
と
、
對
校
の
テ
キ
ス
ト
は

本
、

藏
本
と
百
三
家
集
本
で
あ
る�41
）。

廬
本
に
お
け
る

の
順
番
は

藏
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
「
補

」
の
部
分
は
四
十
四

に

や
し
、
合
計
は
三
百
三

が
あ
る
。
筆

の
考
察
に
よ
る
と
、
そ
の
百
三
家
集
本

び
沈
本

九

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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と
比
べ
て
多
い
分
の
三
十

は
す
べ
て
『
藝

聚
』
か
ら
摘
出

さ
れ
た
『
爾

圖

』
の

容
で
あ
る
。

（
八
）
嚴
可
均
の
『
山

經
圖

』
二

嚴
可
均
が

集
し
た
『

上
古
三
代
秦

三
國
六

』
の

『

晉

』

百
二
十
二
、
百
二
十
三
に
『
山

經
圖

』
二

が
收

さ
れ
て
い
る
。
本
叢
書
は
嚴
可
均
の
生

に
は
刊
行
は
果

た
せ
ず
、
光

十
三
年
（
一
八
八
七
）
に
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た�42
）。

嚴
可
均
の
序
に
よ
る
と
、『
隋
書
』
と
『
舊

書
』『
新

書
』

の
記

に
よ
り
『
山

經
圖

』
を
二

に
分
け
た
。
ま
た
現
行

の
『
山

經
』
經

の
順
番
に
從
っ
て

の
順
番
を

し�43
）、

藏
本
を
底
本
と
し
て
、

書
と
郭

の

釋

に
引
用
さ
れ

た

と

似
す
る
銘
詞�44
）な
ど
を
廣
く
參
照
し
て
校
勘
し
た
。
さ
ら

に
、
引
用
の
出
典
も
記

さ
れ
た
。

集
の
性
格
は
、
錢
本
と
よ

く
似
て
い
る
力
作
で
あ
る
。

書
か
ら
輯
佚
し
た
六
十
七

を

藏
本
に
補
足
し
、
元
か

ら
あ
っ
た
『
爾

圖

』
の

容
を
省
い
て
、
計
二
百
六
十
六

を
收

す
る�45
）。

（
九
）
張
宗
祥
の
『
足
本
山

經
圖

』
一

張
本
は
現
代
の
書
誌
學

で
あ
る
張
宗
祥
が
元
・
曹
仲
良
の
抄

本
『
山

經
圖

』
に
よ
り
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
張
氏
の

書
に
よ
る
と
、
乙
亥
年
（
一
九
三
五
）
に
故
宮
博
物
院
の
收
藏
品

で
あ
る
抄
本
を
書
き
寫
し
た
。
そ
の
由
來
に
つ
い
て
、
張
氏
は
、

「
首
葉
に
題

し
て
「
山

經
に

有
り
。
元
の
曹
仲
良
手
抄
す
。

の

公
綬
・
王
元
美
・
陳
眉
公
家
藏
す
。
崇
禎
乙
亥
六

董
其

昌
書
す
。」
と
爲
す
、
流
傳
し
て
淸
に
至
り
、

に

府
に
入

る�46
）。」
と

べ
る
。

ま
た
、
抄
本
の
「
來
山

」
の
「
殷
」
字
の
末
筆
を
缺
く
こ
と�47
）

か
ら
、
そ
の
底
本
は
宋
本
で
あ
る
と

し
た�48
）。

張
氏
は
「
經

、

行
の
嚴

刊
本
と
校
す
る
に
異
同
頗
る
少

な
し
。
獨
り

語
の
み
相
い
去
る
こ
と

庭
あ
り�49
）。」
と

べ
た
。

こ
の
抄
本
は
『
山

經
』
經

と
圖

兩
方
の

容
を
備
え
て
い

た
。
つ
ま
り
圖

の
み
の

行
本
で
は
な
く
、

藏
本
の
よ
う
な

經

の
後
に
圖

を
揷
入
す
る
と
い
う
形
だ
と
思
わ
れ
る
。

表
一
の
（
二
）
沈
本
か
ら
（
八
）
嚴
本
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
は
、

基
本

に
（
一
）

藏
本

び

書

引
の
佚

に
基
づ
く
校

一
〇

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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本
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
從
來
の
テ
キ
ス
ト
と

い
、
張
本
に
は
、

藏
本
に
は
な
い
五

分
、
つ
ま
り
大

東
經
六

、
大

南
經

七

、
大

西
經
十
二

、
大

北
經
九

、

經
十
五

が

含
ま
れ
て
い
る
。
山
經
の
部
分
も
、

藏
本
と
は
若
干

い
が
あ

る
。
總
數
が

藏
本
よ
り
大
幅
に
多
く
、
計
三
百
三

が
あ
る
。

そ
の

容
の

い
を
ま
と
め
る
と
左
記
の
表
の
と
お
り
に
な
る
。

表
四
に

げ
ら
れ
て
い
な
い
南
山
經
・
西
山
經
・
北
山
經
・
東

山
經
・

外
南
經
・

外
西
經
・

外
北
經
・

外
東
經
・

南
經
・

西
經
・

北
經
・

東
經
に
つ
い
て
は
、
張
本

と
張
本
以

の
テ
キ
ス
ト
の
い
ず
れ
に
も
同
じ

が
あ
る�50
）（

表
五

表
四

張
本
以

の
テ
キ
ス
ト
と
張
本
の
比
較
表

（
●
は
、
張
本
だ
け
に
あ
る

。
○
は
、
張
本
に
は
な
い
が
張
本
以

の
テ
キ
ス
ト
に
は
あ
る

。
▲
は
、
張
本
以

の
テ
キ
ス
ト
で
は

缺
し
た

を
張
本
で
補
足
で
き
る
も
の
。
◎
は
、

藏
本
よ
り
後
の
輯
本
で
輯
佚
し
た

で
、
張
本
と
一
致
す
る
も
の
。）

容

北
山
經

○

中
山
經

●
厲
木
、
◎
鬼
草
、
●
豪
魚
飛
魚
、
●

犀
渠

、
●
陽

山
、
●
犬
鳥
鴒
要
鳥
、
○
蛟
、
○
神

父
、
○
九
鐘
、
○
嬰

、
○

、

○
狙
如
、
○
梁
渠
多

聞

只
余
鳥
、
○
神
于
兒
、
○
神
二
女
、
○
飛
蛇
。

大

東
經

▲
東

外
大

、
▲

人
、
●
中
容
國
木

、
●
司
幽
國
、
●
應
龍
、
●

大

南
經

●
雙
雙
、
●
蒼
梧
之
野
舜
與
叔
均
葬
、
●

天
山
巠
山
玄
地
四
方
淵
、
●

民
國
、
●
因
乎
舜
壇
淵
楓
木
、
●
欒
木
白
淵
、
●
羲
和
國

大

西
經

●
不

共
工
、
●
有
神
人
十
、
●
太
子
長
琴
靈
山

巫
、
●
沃
民
、
●
鳴
鳥
神
奄
茲
、
●
白
丹
赤
丹
、
▲
神
噓
、
●
天
犬
、
◎

水
、

◎
炎
火
山
、
●
壽

國
、
●
三
面
人

大

北
經

●

愼
國
、
●
附
隅
丘
舜
竹
林
琴
蟲
、
●
靑

槃
木
昔
昔
丹
山
神
九
鳳
、
●

梁
、
●

女
妖
、
●
赤
水
女
子

、
●
犬
戎
、
●
無

骨
子
、
◎
若
木

經

●

鮮
、
●
有
鳥
山
三
水
、
●
柘
高
、
◎

廣
野
、
●

、
◎
封

、
●

維
、
●
五
采
鳥
翳
鳥
相

之

、
●
幽

玄
丘
、
●
赤

脛
民
、
●
釘
靈
民
、
●
爰
仲
、
●
盤
爲
弓
矢
、
●

舜
賜

弓
素
曾
、
●
玄

息
壤
、
○
翡
翠

一
一

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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參
照
）。

以
上
の
點
か
ら
、
張
本
は
そ
れ
ま
で

淸
の
學

の
目
に

か

な
か
っ
た
新
た
な
テ
キ
ス
ト
を
提
供
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一

方
で
、
表
で
示
し
た

り
、
從
來
の
輯
本
に
載

さ
れ
た
佚

で
、

張
本
に
な
い
も
の
が
、
十
二

あ
り
、
こ
れ
を
張
本
と
合
わ
せ
る

と
合
計
三
百
十
五

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

數
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で

の
字
句
に

缺
が
あ
り
不
完

で
あ
っ
た
東

外
大

・

人

・
神
噓

な
ど
も
、
こ
の

表
五

各
輯
本
の

數
集
計
表

南 山 經

西 山 經

北 山 經

東 山 經

中 山 經

外南經

外西經

外北經

外東經

南經

西經

北經

東經

大 東經

大 南經

大 西經

大 北經

經

補

合 計

藏
本

24

53

30

18

49

16

16

15

8

6

11

9

4

0

0

0

0

0

259

沈

本

24

53

30

18

49

16

16

15

8

6

11

9

4

0

0

0

0

0

14

273

本

24

53

30

18

49

16

16

16

8

5

11

10

4

3

0

4

1

5

273

本

24

53

30

18

49

16

16

15

8

6

11

9

4

2

0

2

2

0

265

王

本

28

54

33

18

49

16

16

16

8

5

11

10

4

3

0

4

1

6

282

錢

本

24

54

30

18

50

16

16

15

8

6

11

9

4

2

0

2

1

2

268

盧

本

24

53

30

18

49

16

16

15

8

6

11

9

4

0

0

0

0

0

44

303

嚴

本

24

53

30

18

49

16

16

15

8

6

11

9

4

2

0

2

1

2

266

張

本

24

53

29

18

45

16

16

15

8

6

11

9

4

6

7

12

9

15

303

一
二

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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抄
本
に
よ
っ
て
補
足
で
き
た�51
）。

張
本
の
本

の
後
に
は
嚴
本
・

本
と
對
校
し
た
校
勘
記
を
附

と
し
て
附
け
て
い
る
。
各

の
字
句
に
つ
い
て
は
、
張
氏
に
よ

る
と
、
曹
仲
良
の
抄
本
が

藏
本
よ
り

切
な
個

は
二
十
二
箇

あ
り
、

藏
本
に

ば
な
い

は
十
六
箇

あ
る
と
い
う�52
）。

た

だ
し
筆

の
考
察
に
よ
る
と
、
張
氏
の
校
訂
も
ま
だ

討
す
る
餘

地
が
あ
る
。
例
え
ば
張
氏
は
、
曹
仲
良
の
抄
本
が
「
色
」
を
よ
く

「
邑
」
に
す
る
の
は
抄
本
の

り
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が�53
）、
張
本

の
酸
與
�54
）「
見
則
色
恐
」
の
場
合
、
經

「
見
則
其
邑
有
恐�55
）」
と

い
う
表
現
が
あ
る
た
め
、「
色
」
に
作
っ
て
い
る
の
は

り
で
あ

る
。ま

た
、
張
本
の
三
百
三

の

、
豪
魚
飛
魚

は
『
太
平
御

』
の
引
用

に
「
張
駿
山

經
飛
魚

」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

張
駿
の
作
の
可
能
性
が
あ
る
。
飛
蛇

に
つ
い
て
、『
藝

聚
』

に
は

蛇

と
し
、

容
は
『
爾

』
に

い
の
で
、『
爾

圖

』
に
屬
す
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
の
解
題
を
踏
ま
え
れ
ば
、

淸
以
來
、

代

ま
で
の
各
テ
キ
ス
ト
の

の
數
は
、

頁
の
表
の
と
お
り
整
理
で

き
る
。

お
わ
り
に

藏
本
以
後
の

淸
輯
本
は
、

索
の
規
模
、
考
證
の
粗
密
の

差
が
あ
る
が
、
王
本
以
外
、

藏
本
由
來
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と

し
、
補
う
に

書
に
あ
る
佚

を
利
用
す
る
點
に
お
い
て
は
、
同

じ
で
あ
る
。
各
輯
本
の

索
範
圍
は
、『
藝

聚
』、『
太
平
御

』、
ま
た
『

學
記
』、『
北
堂
書
鈔
』、『
廣

』、『
水
經

』、

『
匡
謬
正
俗
』、『
正
字

』
へ
と
し
だ
い
に

大
し
た
が
、
こ
れ

が
當
時
利
用
で
き
る

の
限
界
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

行
、
錢
煕
祚
、
嚴
可
均
の
輯
本
に
至
る
時
點
で
も
、
大

經
以

降
は
數

し
か
補
足
で
き
ず
、
東

外
大

、

人

、
神
噓

な
ど
は

缺
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
元
の
曹
仲
良
の

抄
本
が
世
に
現
れ
て
か
ら
、
そ
の

況
が
大
き
く
變
わ
り
、
新
た

な
佚

が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
し
か
し
曹
仲
良
の
抄
本
を
校
訂
し

た
張
本
に
も
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
上
記
の
九
種

の
テ
キ
ス
ト
を
合
わ
せ
て

討
し
、

張
本
の
三
百
三

と
從
來
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
十
二

を
合
わ
せ

一
三

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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て
計
三
百
十
五

を
輯
佚
で
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
張
駿
の

作
品
の
可
能
性
が
高
い
「
豪
魚
飛
魚

」
と
『
爾

圖

』
に
屬

す
る
べ
き
「
飛
蛇

」
を

除
す
る
こ
と
で
、

に
『
山

經
圖

』
三
百
十
三

が
郭

の
『
山

經
圖

』
に

も

い

で
あ
る
と
結
論
附
け
る
こ
と
が
出
來
た
。

こ
れ
か
ら
こ
の
三
百
十
三

を

點
と
し
、
張
本

び
各
輯
本

の
テ
キ
ス
ト
、
さ
ら
に
各

書
の
佚

と
も
合
わ
せ
て
總
合

に

討
す
る
こ
と
で
、
校
訂
本
『
山

經
圖

』
の
完

に
繫
げ
た

い
。

註�１
）
『
正
統

藏
』
山

經
、
臺
北
藝

印
書

、
一
九
七
七
、
涵

芬
樓
本
影
印
、
二
九
〇
四
一
〜
二
九
一
三
五
頁
。

�２
）

沈
士
龍
・
胡
震
亨
同
校
『
山

經
圖

（

其
他
三
種
）』
山

經
圖

、（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
）。

�３
）

任
臣
『
山

經
廣

』、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
刊
本
。

�４
）

行
『
山

經
箋
疏
』
山

經
圖

一

（
巴
蜀
書
社
、
一

九
八
五
）。

�５
）

王
謨
『

地
理
書
鈔
』
郭

山

經
圖

（
中
華
書
局
、
一

九
六
一
）
六
二
〜
八
七
頁
。

�６
）

錢
煕
祚
『
指

』
山

經

、（
大
東
書
局
、

光
中
刊
本
影

印
）。

�７
）

廬

召
『
抱
經
堂
叢
書
』
群
書
拾
補
、
山

經
圖

（
直

書

局
、
一
九
二
三
）。

�８
）

嚴
可
均
『

上
古
三
代
秦

三
國
六

』

晉

、
山

經

圖

（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
）
二
一
五
八
〜
二
一
七
一
頁
。

�９
）

張
宗
祥
校

『
足
本
山

經
圖

』（
古
典

學
出
版
社
、
一

九
五
八
）。

�10
）
『
欽
定
四
庫

書
』
集
部
第
三
百
五
十
一
〜
三
百
五
十
五
（
臺

灣
商
務
印
書

淵
閣
本
影
印
）
第
一
千
四
百
十
二
〜
一
千
四

百
十
六

。

�11
）

佐
竹

保
子
「
見
果
て
ぬ
夢
｜
郭

『
山

經
圖

』
の

法

と

識
」（『
東
洋
古
典
學

究
』
�九
）、

二
〇
〇
〇
、
〇
五
）

六
六
〜
八
一
頁
。

�12
）

鎭
標
『
郭

究
』（
上

三
聯
書
店
、
二
〇
〇
二
）。

�13
）

松
浦
史
子
『

魏
六

に
お
け
る
『
山

經
』
の
受
容
と
そ
の

展
開
｜
神
話
の
時
空
と

學
・
圖
像
｜
』（

古
書
院
、
二
〇
一

二
）。

�14
）

淸
閣
『

代
山

經

集

』（
西
安
地
圖
出
版
社
、
二

〇
〇
六
）。

�15
）
「
亦
有
山

經
圖
、
頗
與
古
異
。
秀

依
之
爲

、

郭

張

駿
見
而
作

。」
畢

『
山

經
』（
上

古

出
版
社
、
一
九

八
九
）
一
頁
。

一
四

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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�16
）

長
廣

雄
『
六

時
代
美

の

究
』

補
版
（

友
書
店
、

二
〇
一
〇
）
一
一
二
頁
。

�17
）
「

、

也
、
助
也
。
昔
虞
舜
之
祀
、

正
重

、
蓋
唱
發

之
辭
也
。」
劉

・
范

瀾

『

心

龍

』

二
・
頌

（
商
務
印
書

、
一
九
七
五
）
一
五
八
頁
。

�18
）

王
堯
臣
等

『
崇

總
目
』、
王
雲
五
等

『
國
學
基
本

叢
書
四
百
種
』（
臺
灣
商
務
印
書

、
一
九
六
八
）、
八
七
頁
。

�19
）
『
崇

總
目
』
各
版
本
の
相

の
考
察
に
つ
い
て
は
、
曾
谷
佳

光
「『
崇

總
目
』
｜
そ
の

纂
か
ら
朱

舊
藏
抄
本
に
至
る

ま
で
」（『
二
松
學

大
學
人

論
叢
』
第
六
八
輯
、
二
〇
〇
二
年

一

、
一
六
一
〜
一
六
三
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

�20
）

『
宋
本
韻
補
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
）
二
頁
。

�21
）
『
宋
史
』

二
百
四
（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
）
五
一
五
四
頁
。

�22
）

原
佐
世
『
日
本
國
見
在
書
目

』、
黎
庶
昌
『
古

叢
書
』

（
江
蘇
廣
陵
古

刻
印
社
、
一
九
九
〇
）
七
四
四
頁
。

�23
）
「
山

經
十
八

、
晉
郭

傳
、
凡
二
十
三

、

有

。」

『
玉

』

十
五
、
王
應
麟
（
江
蘇
古

出
版
社
、
一
九
八
七
）。

�24
）

馬
昌
儀
『
古
本
山

經
圖

』（
山
東
畫
報
出
版
社
、
二
〇
〇

一
）
十
〜
一
二
頁
。

�25
）
「
故
有
疑
藏
本
之

非
景
純
原
本
、
乃
後
人

合
而

。」
山

經

跋
、

�6
）

書
同
。

�26
）
「

丁
小
山

謂
「
中
山
經
之
太
室
・

蛇
二

係
爾

入
。」」
山

經

跋
、

�6
）

書
同
。

�27
）

嚴
可
均
『

上
古
三
代
秦

三
國
六

』

晉

、
爾

圖

（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
）
二
一
五
六
頁
。

�28
）
「
刊
書

故
爲
顚
倒
、
以

其

續
之
迹
。」

�6
）

書
同
。

�29
）
「
嘗
從
他
書
見
其
山

經
爾

等

、

以
不
得

爲
恨
。

壬
寅
秋
、

趙
田
袁
若
思
案
頭
見
有
此

、
不
覺

地
狂

、
便

從
若
思
乞
一
昔
膏
火
自

之
。」

�2
）

書
五
頁
。

�30
）

藏
本
は

一
〜
四
末
尾
の
圖

部
分
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
南
山

經
圖

」「
西
山
經
圖

」「
北
山
經
圖

」「
東
山
經
圖

」
と

題
す
が
、
中
山
經
の
み
は
題
を
缺
く
。
い
ま
他

の
體
例
に
倣
い

「
中
山
經
圖

」
と
呼
ん
で
お
く
。

�31
）

藏
本
は
「
羊
鱗
黑

」
に
作
り
、
張
本
は
「
雞
足
鯉
麟
」
に

作
る
。

�32
）
『

史
』

二
八
八
・

苑
傳
四
・
張
溥
傳
に
よ
れ
ば
、
張
溥

は
崇
禎
十
四
年
（
一
六
四
一
）
に
四
十

で
卒
し
た
と
あ
り
、
胡

震
亨
ら
が
袁
若
思
の
『
山

經
圖

』
を
抄
寫
し
た
萬

壬
寅
年

（
一
六
〇
二
）
に
張
溥
は
生
ま
れ
て
い
る
。

�33
）
「
…
…
案
今
本
竝
無
圖

、
唯

藏
經
本
有
之
、
茲
据
補
。
其

字
舛

、
今
略
訂
正
。

氏
校
正
竝

之
、
疑
則
闕
焉
。」

�4
）

書
同
。

�34
）

�5
）

書
六
二
、
六
三
頁
。

�35
）

�5
）

書
七
〇
頁
。

�36
）

�5
）

書
六
六
、
六
八
頁
。

�37
）

山

經

跋
、

�6
）

書
。

一
五

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て



東方宗敎（日本衜敎學會）127號 2016年

�38
）

�6
）

書
十
一
頁
。

�39
）
『
山

經
』
と
『
爾

』
兩
方
と
も
翡
翠
の
記
事
が
あ
る
の
で
、

沈
本
の
翡
翠

は
ど
ち
ら
に
屬
す
べ
き
か
は

然
と
し
な
い
。

�40
）

西
山
經
窮
奇

、

�6
）

書
十
三
頁
。

�41
）
「
晉
郭

山

經

作
圖

…
…
吾

志
伊
先
生
作
廣

、

多
附
見
而
不

。
唯

藏
本

載
於
經

之
後
、
與
經

時
有
異

同
。
今
各
如
其

之
、
以

刻
郭
弘
農
集
相
參
校
。
後
有
刻
山

經

、
必

刻
方

書
。」

�7
）

書
一
頁
。

�42
）

重
校
本
沈
乾
一
序
、

�8
）

書
一
頁
。

�43
）
「
依
經

先
後

之
、
仍
依
隋

志
分
爲
二

。」

�8
）

書
二
一
五
八
頁
。

の
順
序
を
入
れ
替
え
た
例
と
し
て
は
、
例

え
ば

藏
本
で
は
、

荼
草
旋
龜
尚
付
魚

は
、

の
後
に

置
か
れ
て
い
る
が
、
嚴
本
で
は
、
經

に
從
い
、

の

に

置
か
れ
て
い
る
。

�44
）

銘
詞
（
銘
）
と

の
關
係
に
つ
い
て
は
、

�8
）

書
二
一

五
八
頁
の
序
、
お
よ
び

�6
）

書
「
山

經

跋
」
第
一
葉

を
參
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
、
兩

も

に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

と
銘
詞
は
一
致
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
大
き
く
異
な
る
場
合
も
あ

る
な
ど
、
そ
の
關
係
は
複

な
の
で
、
別
稿
に
て
改
め
て

討
し

た
い
。

�45
）
「
今
從
各
書
寫
出
六
十
七

、

以
藏
本
、
共
得
二
百
六
十
六

。」

�8
）

書
二
一
五
八
頁
。

�46
）
「
首
葉
題

爲
「
山

經
有

、
元
曹
仲
良
手
抄
、

公
綬

王
元
美
陳
眉
公
家
藏
、
崇
禎
乙
亥
六

董
其
昌
書
。」
流
傳
至
淸
。

入

府
。」
張
宗
祥
校

『
足
本
山

經
圖

』

�9
）

書
五
七
頁
。

�47
）

宋
太

の
父
、
趙
弘
殷
の
諱
で
あ
る
。
陳
垣
『
史
諱

例
』

（
上

書
店
、
一
九
九
七
）
一
一
三
頁
。

�48
）
「
來
山

殷
字
缺
筆
、
知
曹
氏

書
據
宋
本
。」

�9
）

書

五
七
頁
。

�49
）
「
經

校

行
嚴

刊
本
異
同
頗
少
、
獨

語
相
去

庭
。」

�9
）

書
五
七
頁
。

�50
）

題
・

に
多
少
の

字
の
異
同
は
あ
る
が
、

體

に

容
は
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
後

す
る
東

外
大

・

人

・
神
噓

の
三

は
、
從
來
の
テ
キ
ス
ト
で
は

缺

し
て
い
た
數
句
が
、
張
本
に

っ
て
い
る
（

�51
）參
照
）。

�51
）

例
え
ば
東

外
大

に
つ
い
て
、
嚴
本
は
『
北
堂
書
鈔
』

一
百
五
十
八
に
よ
り
「
雁

洞
穴
、
映
昏
龍
燭
。
爰
有
大

、
號

曰
底
谷
。」
の
四
句
を
輯
佚
す
る
が
、
張
本
に
は
、
續
け
て
「
流

宗

潅
、
豁
然
滲
漉
。」
の
二
句
が
あ
り
、
從
來
の
テ
キ
ス
ト
を

補
足
で
き
る
。

�52
）
「
字
句
異
同
、
互
有
得
失
。
如
膺
政
而
出
膺
作
應
…
…
此
皆
寫

本
之
善

也
。
如

多
作
魚
…
…
此
皆
寫
本
之

、
不
可
從

也
。」

�9
）

書
五
六
、
五
七
頁
。

�53
）
「
如

多
作
魚
…
…
色
多
作
邑
…
…
此
皆
寫
本
之

、
不
可
從

也
。」

�9
）

書
五
七
頁
。

一
六

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
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�54
）
「
景
山
有
鳥
、
稟
形
如

。

委
蛇
、
脚
三

四
。
見
則
色

恐
、

之
不

。」

�9
）

書
十
八
頁
。

�55
）
「

南
三
百
里
、
曰
景
山
…
…
有
鳥
焉
、
其

如
蛇
、
而
四

、

六
目
、
三
足
、
名
曰
酸
與
。
其
鳴
自

、
見
則
其
邑
有
恐
。」

�1
）

書
二
六
〇
七
一
頁
。

﹇
附
記
﹈

小
稿
を
執
筆
す
る
に
當
た
り
、
筆

は
張
本
の
底
本
で
あ
る
元
曹
仲

良
の
抄
本
を
探
す
た
め
に
、
臺
灣
故
宮
博
物
院
圖
書

デ
ー
タ
ベ

ー
ス
（h

ttp: //tech
2.n
pm
.edu
.tw
/m
u
seu
m
/in
d
ex
.a
sp
x
?la
n
g ＝

zh
-tw

）
を
確

し
た
が
、
そ
の

在
は

然
と
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
小
稿
の
校
了
直

に
、
臺
灣
故
宮
博
物
院
の
「
書
畫
典
藏

料

索
系
統
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（h

ttp
: //pa

in
tin
g
.n
p
m
.g
ov
.tw
/

）
に
、

「
元
曹
善
書
山

經
」
と
し
て
原
本
畫
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

氣
が
附
い
た
。
そ
の
た
め
、
小
稿
の

討
で
は
、
曹
仲
良
抄
本
の
原
本

は

討
範
圍
に
含
め
て
い
な
い
。
筆

の
不

を
恥
じ
つ
つ
、
曹
仲
良

抄
本
の

討
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

執

筆

紹

介

董

濤

大

府
立
大
學
博
士
後
期
課

二
年

石

井

公

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
敎
授

張

麗

山

浙
江
理
工
大
學

師

水

野

杏

紀

關
西
醫
療
大
學
非
常

師

二
ノ
宮

聰

關
西
大
學
非
常

師
一
七

『
山

經
圖

』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て


